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NGUYEN KIEU CHI
  
 2024年� 栄�賞
立��アジア�平�⼤�
国�����
8セメスター

��当�から4回⽣に�るまで、
��的に⽇��び�界を��に
した�々なケースコンペティシ
ョンに��し、APUで�んだ知識
を��でも活かす��を重ねて
きました。また、�業やコミュ
ニティー形成に��したイベン
ト��も主�するなどし、リー
ダーシップを発揮してきまし
た。その⼀貫性のある⾏動⼒と
リーダーシップが�く�価され
ました。�業�はAPUで⾃�の�
�を活かし、金�や��の�野
で��に貢�したいという⽬標
に向かって活�することが期待
されます。

�は、�はAPUに��する前から奨�金の情�を�す中で�
�百���賞の事を知っていました。そして、いつも��ある
賞だと�識をしていました。�が尊�する先�たちも��百�
��賞にノミネートされていて、�もいつか受賞したいと思っ
ていました。

 �が��百���賞について良いなと思う点は、�業と正�
�活動の��に�点が当てられている点です。�ぶということ
は、��に�ることであり、�が授業で�んだ事と、活動で�
�した事がお�いに��し、�め�っていると思っています。

 �は5セメスターの時に��百���賞に挑戦をしましたが、
����まで�むことは�来ませんでした。その�でも、ケー
スコンペティションに��したり、ベトナムウィークなどのイ
ベントを��したりと活動を�けてきました。そして、�8セ
メスター⽣として、�業�の�来の��をしている��になり
ました。�回は��百���賞の申���を�して、APUで
の4年間を�り�り、⾃�という�間を��することが�来ま
した。

2024 �

受賞者

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

 ��百���賞に�募しようと思った理由、
 きっかけは何ですか�

書�申�、⾯���で⼤�だったことと、
得たことがあれば�えてください。
エッセイの��をしている時に�掛けていた事は、エッセイ
で⾃�のメッセージを�えることでした。�々と点となって
散らばっている⾃�の��を�げて�のストーリーとして�
えようとしました。

 ケースコンペティションは�の活動の中でもハイライトでし
た。�がこれまでに⾏った活動を�めて�に書きあげてみる
と、⾃�がいかに沢�のケースコンペティションに��をし
ているかを知ってとても�きました。��に活動をしている
ときには、どれだけのことをやってきたのか�り�るという
事はなく、ただただその活動を�しんでいましたがその�果
を⾒る事ができました。

APM 8セメスター



�開⾯�はいかがでしたか�
⼤�だったこと、得たことがあれば�えてください。
��の発�者だったので、とても��しました。でも、
�から�し、正しい回�をするのではなく、情�を持っ
て�えようと思って臨みました。�査員やオーディエン
スの�さんにも、�が⾏ってきた活動に�する情�を同
じように�じてもらいたいと思っていたからです。

この�開⾯�でのプレゼンテーションはケースコンペテ
ィションで��したものとは�いました。ケースコンペ
ティションでは��のためにリサーチしたことの�果を
発�しますが、��百���賞のプレゼンテーションで
は⾃�⾃�について発�するからです。

�疑��の時間には、思いもよらない�問もありました
が、とまどいはありませんでした。ただ�問に�えるの
ではなく、⾃�が�々な事にいつも��を持つようにし
ていることを⽰し、�論をする��で臨みました。

���奨�金に�募を�えている��たちへメッセージがあれば�えてください。
8セメスター⽣にとって、��百���賞はAPUでの�来事をとても�義のある��で�まとめする
とても良い��だと思います。�も⾃�の4年間を�り�り、⾃�の�来を��することが�来まし
た。もし、�かに�えたい⾃�だけのストーリーがあれば、��百���賞にぜひ申し�んでくだ
さい。あなたにとって良い�びのチャンスになりますし、�しい事へ⽬を向けることも�来ると思
います。

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/



TABASSUM ZAHIN

  
 2024年� 奨励賞
立��アジア�平�⼤�
国�����
5セメスター

これまでにＡＰＵでマーケティ
ングや消�者⾏動の重�性につ
いて�び、�く予�しているオ
ーストラリアでの��留�では
更に知識を�め、�いネットワ
ークを築くという⽬標を掲げて
います。�来は�⼠の��を�
得し、デジタルマーケティング
でアジア地域の��成�に貢�
したいという�に向かって、�
�的に�り�んでいる点が�く
�価されました。

書�申�、⾯���で⼤�だったことと、
得たことがあれば�えてください。

���奨�金に�募を�えている��たちへ
メッセージがあれば�えてください。

2024 �

受賞者

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

��百�奨�金に�募した理由は何ですか�
1セメスターの時から��百���賞のことはAPUで��ある賞として
�識していました。�年先�が受賞した時には、この賞はもっと��な
ものになり、⾃�も挑戦してみたいと�じるようになりました。APU
で、⾃�が�れることを沢�成し�げてきたと気づいたので、「この賞に
チャレンジしてみたらどうだろう」、「受賞しなくても⼤丈夫。チャレン
ジする価�がある」と思うようになりました。 �はチャレンジをするこ
とが�きです。いつも�奇�を持っていて、挑戦してみたらどうなるだ
ろうと�えるとわくわくするからです。APUではいつも�しくしてい
て、沢�の事を��してきたという⾃負があります。

申�の��⾃体は、�てとても有�義なものでしたし、このプロセスを
�して沢�のことを�びました。故��百����⼠について�べてい
るうちに、彼が沢�の失敗の末にどのようにチキンラーメンを発�した
かということ、そして「挑戦し�ける」という事を�何に体現してきた
かを知りました。そしてこれからも�び�けよう、�味のある活動に沢
��り�んでいこうという気持ちになりました。 申���のプロセス
はとても�しかったですし、�来についてより��なイメージを持つよ
うになりました。というのも、�前は�来については何となくしか�え
ていませんでしたが、申���を�して⾃�⾃�について、何に情�を
持っているかを�り�り、�⼠�を�得し、���・�業�・政策立�
者をつなぐプラットフォームを作り、アジア地域の��成�に貢�した
いという�来の�を⾒つけることが�来ました。

�開⾯�はいかがでしたか�⼤�だったこと、
得たことがあれば�えてください。
ただただ、�査員の前で、⾃�をプレゼンテーションできることを�り
に�じていました。もし落ち�いて、⾃�があるように⾒えたとした
ら、セミナーで他の�⽣と�⾒を��するディスカッションの��を積
んでいたからかもしれません。このディスカッションの場では、それぞ
れの�⾒に「正しい」も「間�い」も�いのが�きで、ここで�々な�
点を�びました。 �疑��の時間には、想�していなかった�問もあり
ましたが、⾃�がまだ5セメスター⽣で、�びと��の�中にあると�
かっていたので、⾃�を�ることなく、�知っていることで正�に�え
ようと思っていました。

まず、TAを��することをお�めしたいです。いくつかのクラスは⾃
�のマーケティングというアカデミックゴールとは���びつきません
でしたが、TAを��して沢�のことを�び、沢�の�に��いまし
た。 �に、��百���賞の��について相�した時に、�授が�にく
れたアドバイスをシェアしたいです。�授は、もしも�ばれなくても、
�界の�わりという�ではない、だからこの��を�⼤�に活かし、�
しむべきだと�ってくれました。�果に�わらず、この��は��に�
が挑戦し�ける⼒をくれました。

APM 5セメスター



�� ���
  
 2024年� 奨励賞
立��アジア�平�⼤�
国�����
5セメスター

��主義��と����に�い
�味を持ち積�的に�び、ゼミ
やＲＡの活動では�����の
中で�⾒を��し�うことでお
�いを�め�う��を重ね、�
業や正��活動共に成�してき
た�が�価されました。�来は
国���で��のない�平な�
�の�現に貢�するという⽬標
に向かって、�び、⾏動し、良
きリーダーとして活�すること
が期待されます。

2024 �

受賞者

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

��百�奨�金に�募した理由は何ですか�

書�申�、⾯���で⼤�だったことと、
得たことがあれば�えてください。

これまで⾏ってきた、�業だったり活動といった⾃�の�⼒を、�業の
プロフェッショナルである�授や�々な��をお持ちの�員の�から�
��価していただき、⾃�の現在の��を知る良い��だと思って�募
をしました。�はそもそも、�し�しいかなと思うような事にチャレン
ジするのが�きで、�回もチャレンジをさせていただきました。

�は、�は⽇�から�々な事を⾃�の中で�えるのが�きなんです。「何
故�は⽣きているんだろう」といったことからグルグルと⾃�の中で�
えを�らせています。時には周りに疑問を�げかけてみて、他者の�し
い�えを�り�れることも�きです。この思�する�が良い�向に働い
たのか、書�では⾃�の中にあったアイディアを思い切り書くことがで
きました。

�開⾯�はいかがでしたか�⼤�だったこと、
得たことがあれば�えてください。

�にAPUに��したばかりの�は、�前に立って発�したことがほとん
どなかったので、�前で失敗するということが怖いと思ってました。�
回も怖い気持ちはありましたが、��の前には友�、��、��などあ
らゆる�にプレゼンの��を⾒てもらい、�⾒をもらいました。そこで
もらった⾃�では想�していなかった�問は、⾃�の�⾒を�理する良
い��になりました。

当⽇は��かなり��しましたが、�々と落ち�くことができ、�疑�
�の時間には�査員の�とQ＆Aのキャッチボールが�来たと思います
し、�⾃��しむことができました。時間が�わる�には、もっと�え
たい、もっと�問をして�しいという気持ちになっていました。

���奨�金に�募を�えている��たちへ
メッセージがあれば�えてください。

時間は有�なので、�やれることをまずやってみたらいいんじゃないか
と思います。�は�異なる�野で��があるはずなので、⾃�の「これ
だ�」というものをぜひ⾒つけて�しいなと思います。それを⾒つける
ためには、⾒つかるまでトライし�けるのが⼀�だと思います。100回
やってだめなら101回⽬をやってみることです。
「これだ�」と思うことを��っている�には、��百���賞という
⼤きなチャンスがあるので、「すぐそばにあるよ」「やってみなきゃもっ
たいないよ」と�えたいです。そしてやるからには賞を�りに⾏くつも
りで�⼒でやってみてください�きっと良い��になると思います。

APM 5セメスター



MY STORY OF ANDO MOMOFUKU HONOR PRIZE /AWARD

私の安藤百福名誉博士賞 受賞ストーリー
2023秋
受賞者

コロナ�で⼤�⽣活をスター

トし、�との�わりが制�さ

れる中でAPUでの�⽣同⼠の
�流��を作るための活動を

��して⾏い、さらにそれを

地域へと�げました。その⼀

貫性のある⾏動⼒と、⾃�で

描いた⽬標に向かって⼤きく

成�してきたことが�く�価

されました。

�業�もこれまでの��を活

かし、��な�流を�現しよ

り良い��をつくる活動が期

待されます。

同�⽣が5セメスターの時に奨励賞を受賞したのを⾒て、⾃�も�っ
てはいたものの、�募をしなかった事を�し��をしたことがきっか

けとなりました。

8セメスター⽣となった�回、APU⽣のため、そして地域のために国
��流の場を作るという⽬標を�めて⼒を�ぎ、活動をしてきた��

から、「⾃�の�きな事を�じてやりぬこう。怖がらず挑戦しよ

う。」というメッセージを�くの�⽣に�えたいと思いました。

⾃�の�年は、コロナ�で予想もしなかった⼤�⽣活のスタートでし

たが、��留�も��し、留�先で⾒た��性や共⽣する�々の�が

APUにあることを�めて�じました。⾃�はそんなAPUが⼤�き
で、APUで挑戦した⾃�の「�（むすぶ）」（国��流活動）の活動
について�しでも�くの�に知って�しいと思い、�募をしました。

⼟井 �⼤

2023年秋 栄�賞
立��アジア�平�⼤�

アジア�平��� 

8セメスター

Visit APU Student Office scholarship website for more information

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

��百�奨�金に�募した理由は何ですか�

書�申�、⾯���で⼤�だったことと、

得たことがあれば�えてください。

書�申�では、�られた���の中で⾃�の思いをどう�えるか、ど

んな�葉で�現するか、という��に�常に苦労しました。プレゼン

テーション⽤の動�では、「⼀�⼒�く�えられる構成作り」を⼤切

にしました。また、英�でのコミュニケーションや国��流に⼒を�

いだ⾃�らしさや、インパクトを�せるように、��の英�での⾃⼰

����を⼯夫しました。

�は中�、��時代は野�に�り�んでいましたが、そこで�んだ思

�⼒や⽇々ノートで�えを�理する��は、奨�金��の��の中で

も�常に�に立ったと�じています。



MY STORY OF ANDO MOMOFUKU HONOR PRIZE /AWARD

私の安藤百福名誉博士賞 受賞ストーリー
2023秋
受賞者

⾯�は��しましたが、それ�上に「どんな�問がくるのだろう」とわくわくしました。

されるであろう�問を想�しながら、�々な場⾯��と��でQ＆Aの��をしました。
⾃�で�来得る�⼤�の��をしたという⾃負があったため、⾃�を持って⾯�に臨むこ

とができました。

��では想�しなかった�問もありましたが、書�や⾯�の��をする中で、これまでの

⾃�の活動について隅々まで内�、⽬的、�義を�えたため、�えはその場で�すことが

�来ましたし、そのような予想�の�開も�しむことができました。

�開⾯�を�えて�じたのは、「やり切った」という�成�、そして⾃�でした。�開⾯

�の場で⾃�の想いを�える事が�来たという⾃負も⼤きな⾃�となりましたし、��の

糧になると思います。

Visit APU Student Office scholarship website for more information

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

�開⾯�はいかがでしたか�⼤�だったこと、得たことがあれば�えてください。

���奨�金に�募を�えている��たちへメッセージがあれば�えてください。

⾃�のやりたいことに�気で向き�っている�や、⾃�で何かを成し�げたという気持ち

がある�にとって、��百�奨�金はそれを他の�と共有できる良い��だと思います。

「何かをやった」というのは�別⼤きい事ではなく、⾃�の�れる⾏動を�こせたことだ

と思います。

�回の奨�金��を�して、⾃�の�年間を沢��り�りました。それは⾃⼰��にもな

り、そして⾃�の�来について�体性を持って�える良い��ともなりました。�開⾯�

の場で沢�の�の前で�したこと、そして受賞�来たことで、良い�味での責任�を�じ

ています。これからも他者や��のために⾃�の��や活動について発�していきたい

し、⼤�きなAPUに貢�したいと思っています。



MY STORY OF ANDO MOMOFUKU HONOR PRIZE /AWARD

私の安藤百福名誉博士賞 受賞ストーリー
2023秋
受賞者

これまでに�々なビジネスケース

コンペティションに挑戦をし、ジ

ャーナルにも��するなど��だ

けでなく�んだことを�業⾯でア

ウトプットしている点が�く�価

されました。また、コンサルタン

トとして�界を��に活�すると

いう�に向かって、��な�びの

⽬標を持ち��的に�り�んでお

り、�来リーダーとしての活�が

期待されます。

先�が��百�奨�金に�募し、�開⾯�に�たことでこの奨�金について

�識するようになりました。その時の�開⾯�も��に⾒に⾏き、��を受

け、⾃�もその��に立つ�⽣になりたいと思うようになりました。

2セメスターの時にビジネスケースコンペティションに��し、受賞をした
ことで⾃�がつき、もっと⾃�にチャレンジしたい、という思いが��百�

奨�金への�募に�がりました。受賞をしたいという思いよりも、�⾃�が

成�のどの地点にいるのか��的に知りたいという思いがありました。

I S T E S H A M  F A R H A N
2023年秋 奨励賞
立��アジア�平�⼤�

国����科

５セメスター

Visit APU Student Office scholarship website for more information

安藤百福名誉博⼠栄誉賞・奨励賞
https://www.apu.ac.jp/studentsupport/scholarship_tuition/ando_momofuku/

��百�奨�金に�募した理由は何ですか�

書�申�、⾯���で⼤�だったことと、

得たことがあれば�えてください。

これまでの2年間の中で、�々な活動をしてきたので、何に�点を当てて�
すべきか、⾃�のストーリーを作り�すのは簡単ではありませんでした

が、これまでのAPUでの⽣活の中で成し�げてきたことだけではなく、�
業�の�来への�がりを�えると�えが⾒えてきました。

��を�して、⾃�の�みと�点を知ることができました。また、⾃�が

活動してきた事に�えて、⾃�がまだ�来ていないことも⾒えてきたこと

で、これから⾃�が何をすべきかを�える良い��となりました。

�開⾯�はいかがでしたか�⼤�だったこと、

得たことがあれば�えてください。

�開⾯�のためにとても沢�の��をして臨みました。また、⾃�は英�基

�で��しましたが、⽇英���での�えを��し��しました。⾯�の�

え�には⾃�なりに３つの戦略を持って��をしました。この戦略はこれま

で受けた授業、ビジネスケースコンペティション、奨�金⾯�などで得た知

識が�に立ちました。

��の中で⽇��品ホールディングス株式��の�業者である��百��に

ついても�びましたが、⾃�にも彼の��と共�することがあり、例えばこ

れまでに臨んだ奨�金��では�念ながら�ばれなかったこともありました

が、それでもあきらめずに挑戦し�けていることです。3⽉に受賞者が�問
予�のカップヌードルミュージアムで��百��についてさらに知ることが

�来るのを�しみにしています。

���奨�金に�募を�えている��たちへ

メッセージがあれば�えてください。

5セメスター⽣というのは、まだ2年間しかAPUで�んだり活動したりして
いませんが、⾃�が�きな事ややりがいを�じる事を⾒つけ、⾏動できれ

ばぜひ�募してみて�しいです。挑戦することで失うことは何もないし、

ぜひ挑戦を�しんで�しいと思います。

まだやりたいことが⾒つかっていない�には、とにかく�々なことをやっ

てみて�してみるといいと�えたいです。そして⾃�が情�を�けられる

ことと、⼒を�げることが重なるものが⾒つけられれば、それがあなたが

フォーカスすべきことだと思います。



2023春　栄誉賞受賞
　アジア太平洋学部　インドネシア出身

KARINA Viella
Darminto

安藤百福奨学金に応募した理由は何ですか？

書類申請、面接準備で大変だったことと、
挑戦から得たことがあれば教えてください。

私は5セメスターの時にも応募し、そしてその時は受賞出来ませんでした。そこからこれま
での間に、留学や大学のプロジェクトBでの活動を実現させたことなど沢山の変化や行動の
実現がありました。それで今回、「８セメスターになった私」でもう一度挑戦したいと思い
ました。
5セメスターで受賞出来なかった時は落ち込みましたが、その後留学の経験も経て、自分に
とっての「成功」の定義を改めて考えるようになりました。受賞だけが成功ではなく、自分
が何を成し遂げたかも大切と考えるようになりました。
この奨学金が特別なのは、公開性にあると思います。自分が応募したことや面接選考に進ん
だことは学内で広報されますし、面接も公開面接です。その中で、多くの友人から応援の
言葉をもらいました。公開であることで自分に良いプレッシャーが掛かったと思います。

今までの活動を自分の言葉に落とし込んで、18分の質疑応答という限られた時間の中で自分
の活動をどうやって伝えるか準備をすることに力を注ぎました。質問をするのは自分の事を
長く知ってくれているサポーターではなく、その場で初めて出会う審査員です。限られた中
で伝えることは本当に難しいことでした。私は5セメスターで受賞を逃がして以来、自分の
活動を振り返るためにジャーナルをつけるようになりました。それは定期的に自分の活動を
振り返る良い機会となっていますし、選考の準備の中でもとても役に立ちました。



公開面接はいかがでしたか？

今後本奨学金に応募を考えている後輩たちへメッセージがあれば教えてください。

今回の奨学金選考の経験が今後のあなたにとってどのように役に立つと思いますか？

公開面接ということで緊張する部分はありましたが、ベストを尽くせばいいと考えていて、面接会場に来てからは
落ち着いていました。それは自分が十分に準備をしてきて、自分の活動にも自信があるからだったと思います。
公開面接なので、他の学生にも注目されているということを感じていました。不安もありましたが、リーダーとは
良い時も悪い時も周りから見られる存在であると思い、自分のリーダーシップを試される場面であると思っていま
した。
審査員からは予想していなかった質問も出ましたが、これまで自分が学んだ知識の中から落ち着いて答えることが
できました。5セメスター生の時ではそうはいかなかったと思います。

今後本奨学金に応募を考えている後輩たちへメッセージがあれば教えてください。

自分がプレッシャーの中でどれだけやれるのか、ということを知ることができました。今回の受賞は、今後自分が自信を失っ
た時に、「あの受賞があるじゃないか」と拠り所にできると思っています。応募した時には自信があった訳ではありません
が、十分に準備をしたことが自信に繋がりました。今後困難な場面に出くわしたとしても、今回の経験を活かして対応するこ
とができると思います。

アドバイスができるとしたら2つあります。
1つは自分を客観的に見れるようになることです。安藤百福奨学金は学内の名誉ある賞で、たった一人しか受賞することができません。つ
まり、100人学生がいたら99人の学生がやっていないことをする必要があります。ミニマムに活動するのではなく、自分の中のベストまで
活動をすることが大切だと思います。
2つ目は、カップヌードルミュージアムを訪問することです。書籍を読むだけでは分からない、安藤百福氏の人となりや考えを学ぶことが
できます。私も横浜に行く機会があった時に訪問し、そこで沢山の事を学びました。



PUTRI NAILA DIRA

2023春　奨励賞受賞
　　アジア太平洋学部　インドネシア出身

安藤百福奨学金に応募した理由は何ですか？

書類申請、面接準備で大変だったことと、挑戦から得たことがあれば教えてください。

公開面接はいかがでしたか？

今後本奨学金に応募を考えている後輩たちへ
メッセージがあれば教えてください。

今回の奨学金選考の経験が今後のあなたにとって
どのように役に立つと思いますか？

友達に「あなたは応募した方がいいよ！」と背中を押されて、怖い気持ちもあったけれども
応募してみることにしました。自分がこれまで何を成し遂げてきたのか知りたい、そして自
分に挑戦してみようという気持ちで応募をしました。

申請のためにこれまでの自分の活動を振り返り、自分の活動のストーリーを作ることにはとても時間が掛か
りました。自分が何が好きで、どうして活動に対してモチベーションがあるのか、自分のことは自分で良く
分かっています。しかし、それを自分のことを知らない人に言葉で説明するというのは初めてのことで、と
ても難しいことでした。クラスでも、学んだことを発表したことはあるけれど、自分の事を語るというのは
初めての経験でした。自分のことを振り返る中で、活動を始めた時に持っていたモチベーションをもう一度
取り戻したように感じます。自分は何故この活動をしているのか、self reflectionの良い機会となった。

とても緊張しました。もし落ち着いて見えていたとしたら、自分を良く知るために沢山準備をしたか
らだと思います。審査員からの質問は「評価される」というよりも「自分を見つめ直す」機会となっ
たと感じます。実際に、質問の中にはそれまで考えていなかったアイディアがあったので、自分にと
って新しい発見がありました。

選考過程には公開性があるので、この選考を機に自分のことを知ってくれた人が増えました。これか
らもっと大きなネットワークを築いていく良い機会となると思し、自分の活動のサポーターが増えた
ら嬉しいと思っています。この奨学金選考の経験を周りにもシェアしていきたいです。そして、受賞
したことでこれからも活動を続けていく責任感を持つようになりました。

他の申請者や、過去の受賞者と自分を比べる必
要はないと思います。この奨学金選考で大切な
ことは、自分のストーリーを伝えることです。
この奨学金に応募することで、自分のことをも
っと知ることが出来るし、自分にチャレンジす
ることができます。決して他人との競争ではな
いと思います。



中山 美帆

2023春　奨励賞受賞
　　アジア太平洋学部　日本出身

安藤百福奨学金に応募した理由は何ですか？

書類申請、面接準備で大変だったことと、挑戦から得たことがあれば教えてください。

公開面接はいかがでしたか？

今後本奨学金に応募を考えている後輩たちへ
メッセージがあれば教えてください。

今回の奨学金選考の経験が今後のあなたにとって
どのように役に立つと思いますか？

国際生の先輩から薦められたことがきっかけです。安藤百福賞の事は知っていたけれど、
雲の上の存在だと思っていました。でも、身近な人から「応募してみたら」と言われて、自分
でもできるんじゃないかと思いました。

私は入学してからこれまで、「とにかく行動あるのみ」と全力で活動し、突っ走ってきました。今回、書類審
査のためにエッセイを書いたり、2次審査の動画を作成したりする中で、自分のこれまでの活動について一度
立ち止まり、振り返るいい機会になりました。伝えたいことが膨大にある中で、字数制限のあるエッセイにま
とめたり、動画にまとめたことで、これまで自分を支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを改めて持ちまし
た。そして自分の活動のコアになるものは何か、今後成し遂げたいことは何かを考えるようになりました。

審査員からの質疑応答はとても緊張しました。思ってもいない質問をされ、上手く答えられない所も
ありました。しかし、面接の日だけで終わりだった訳ではなく、数日掛かったけれどもその質問を受
け止め、考えました。そして、自分は「好き」という気持ちのためだけに活動するのでなく、今後何
を成し遂げたいか、私のサークルである「pospos」の目標を考えるようになった。面接審査では、
ショックを受けてから這い上がる力、耐性、批判的な問いかけの受け取り方を学びました。

私はこれまで行動あるのみだったが、今回の選考で「行動」することと「考える・振り返る」こと
を行き来することの大切さを学びました。これからは、「今・この瞬間」だけを見るのではなく、
これからなりたい自分像とこれから挑戦したいことを考えながら行動をしていくつもりです。

これまでは、「評価される」ということにあまり良い印
象を持っていませんでした。自分がやっていることは、
自分が良ければいいと思っていたのかもしれません。し
かし、今回の選考を経て「評価されることの意味」」を
肯定的に捉えられるようになりました。自分の活動や意
見を客観的に評価されるとことはいい経験でした。ぜひ
みんなにもチャレンジをして欲しいと思います。
応募した時には不安、怖いという気持ちがありました
が、思い切って挑戦して良かったと思っています。
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